
香美市未来の森づくり委員会のイメージ 香美市農林課

専門部会では、専門的な内容について、

調査・検討をおこなったうえで、委員会に
報告します。委員会では各専門部会から報

告のあった内容の取りまとめや部会間の調
整を行い。とりまとめ結果を市長へ提言し

ます。

伐採・搬出

原木市場

製材・加工

・販売住宅・非住宅

・木材製品

植林・育林

未来の森づくり委員会

森づくり部会

市産材活用部会

担い手対策部会

教育・普及PR部会

委員会では、森づくり

の基本理念の策定（取り
組むべき方向性）や森づ

くりのための事業（取り
組みを進めるために必要

な支援策）について検討
します。

香美市の森林を次世代へ引き継ぐために、森林の適正な管理と地域の特性に応じた林業および関連産業の振
興を図るため「香美市未来の森づくり委員会」を設置します。

・後継者育成（林業・製材・大工）

/担い手の移住対策 etc.

・森林GIS・航空レーザ測量成果
の活用/良質材資源の把握・生産 etc.         

・良質材供給の仕組みづくり/地元の
木を使って家づくり/乾燥・ストック
の検討/木造住宅・非住宅の推進 etc.

・木育/ 環境教育/林業・大工の
イメージアップ/広報誌 etc.

つくる

いかす

つなぐ

育む

森林組合

林業事業体

ストックヤード

購入者・施主

公共機関 etc.

製材業者

木材加工
製品市場

etc.

大工・工務店・設計士

・建築家・公告関係

森林所有者

後継者の育成

森林環境譲与税

/市の単独事業

/国庫補助事業等

による支援

関係事業体の連携
ブランド化/販売
/市民へのPR

森林の適正な整備 木材生産量の増大/

良質材の生産･流通

検討課題等木材の流れ

凡 例

関係事業体

等

まもる

循環型社会

資料①
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香美市未来の森づくり委員会の構成メンバー 令和２年6月25日現在

◆委員会

担当部会等 氏 名 所属等 備 考

会長 松本 美香 高知大学 講師

森づくり部会長 徳増 秀敏 香美森林組合 森林整備課長

森づくり部会 笹岡 洋一 物部森林組合 森林整備主幹

森づくり部会 山崎 真 高知県森林技術ｾﾝﾀｰ 森林経営課主任研究員

市産材活用部会長 杉浦 俊孝 物部森林組合 市場所長

市産材活用部会 小松 隆至 香美森林組合 ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ所長代理

市産材活用部会 北村 政数 北村製材所 代表取締役

担い手対策部会長 森本 道成 森本建築 大工

担い手対策部会 森安 正 農林業

教育･普及PR部会長 山本 直子 聖建築研究所 設計士

教育･普及PR部会 井津 葉子 高知放送 高知放送アナウンサー

調査・イベント 笹岡 高志 良材ネットワーク 前RKCﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ社長

12名
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令和２年度 森林環境税活用事業一覧表（譲与税交付額106,895千円）

使途区分 細工分 事 業 名 事 業 内 容

森林整備 森林の集積
・集約化

１．森林GIS保守管理委託業務 継 330 筆単位の情報管理（所有者、施業等）

２．森林資源情報活用推進事業 新 18,964 航空レーザ測量成果（森林資源情報）を活用するた
めのGISシステム導入・構築

３．森林経営管理制度事業 33,349

①意向調査対象森林調査委託業務 継 意向調査対象者の抽出

②経営管理集積計画等委託業務 新 意向調査後の説明会、境界確認、測量及び図面作成

③確認測量計画作成等委託業務 継 地籍調査実施済み地区の境界確認計画作成

④森林境界確認測量委託業務 継 〃 境界確認測量

⑤森林情報収集事業 継 意向調査対象地区以外の施業履歴等の収集

⑥森林整備普及啓発事業費補助金 継 森林の調査及び森林所有者への森林整備の普及啓発
を図る事業に対する補助

⑦臨時職員給与等 継 森林所有者の探索、意向調査の発送

⑧森林経営管理制度事業事務費 継 上記取り組みに必要な需用費、通信費、旅費

委員会活動費 ４．香美市未来の森づくり委員会 3,054

①委員会及び研修 継 報酬、報償、旅費等

②こども林業大学 新 次年度以降に開催するイベントの検討

人材育成 ５．地域IoT実装推進事業 継 2,026 安否確認システムの実装検証 (入1,020有り）

６．林業担い手対策支援事業（仮） 新 15,360 担い手確保のための指導者、新規就業者支援

木材利用
・普及PR

７．市産材普及PR事業 継 市産材PRのため木材導入（基金から繰入5,000）

８．木のおもちゃプレゼント事業 新 1,928 新生児への木製遊具（市産材利用）の導入

基金積立 ９．森林環境譲与税基金 継 [32,095] 森林整備、木材利用のための基金積立

単位：千円

予算総額：約75,011千円

※補正予算で保育間伐の支援を検討中。森林整備事業の新メニュー「森づくり緊急支援事業」を追加
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従来（今回）の取り組み

森林組合 木の生育状況や所有者の情報

・育ちが良い森林
・所有者を特定

森林組合 森林所有者

施業に同意
（又は契約）

確認

（収益の配分）

※国の補助制度を活用
・作業道の開設
・搬出間伐
・主伐
・植栽 等

・森林所有者が不明
・所有林がどこにあるかわからない
（森林組合でも把握できない）等

市町村

確認

所有者は不明の場合は
不明所有者の探索
※相続登記がされて
いないケースが多い

市町村

“市町村に経営管理を委ねたい”と森林所有者から意
向があった森林を現地調査等により確認し、市町村に
よる経営管理が必要な森林に市が経営管理できる権利
（経営管理権）を設定

森林所有者

市町村
森林組合等

再委託

市町村

直接
実施

（業務委託）

森林経営管理制度の取り組み（新たな取り組み）

①手入れがされていないと
思われる森林

森林所有者

収益
配分

経営管理実施権を設定

⑥森林の整備
（従来方式）

法務局の登記情報等

森林経営管理制度
2019年4月スタート

森林経営管理制度は、手入れがなされていない森林について、市町村が仲介役となって、森林所有者の方々と林業経

営体をつなぐ制度です。この制度を活用して、健全な森づくりを進め、山崩れの防止や水源のかん養（※）、木材生産
など、森林の多面的な機能を高めていきます。

森林の整備
（新方式）

森林組合等

香美市から
森林組合に
委託

※境界の確認や測量、現地に杭を設置、図面も作成
するため今後、所有林の確認が可能になります。

⑤森林経営計画
の作成

※山林内の立木の状況を確認して、作業道の配置
や効率的な間伐材の搬出等の計画（5年間）を
作成します。

林業経営に適さない森

（収益がない森林）
林業経営に適した森林

（収益がある森林）

※水源のかん養：森林が雨水を蓄えて、川の水量を調整する機能

“従来から森林組合と付き合いがある”
“森林組合に経営管理を委ねたい”という
意見が多かったため、現地調査等を

香美市内の森林組合に委託しています
（所有者の負担金は必要ありません）

④境界の確認
現地測量
図面の作成

②所有者の特定

③意向調査の実施
まずは従来
方式で！

今後検討・・・
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令和2年度 森林資源情報活用推進事業 香美市森林GISによる意向調査結果の表示図面 例



香美市未来の森づくり委員会の検討事項について 令和元年度～３年度

２ 未来の森づくり委員会での検討事項
R元（2019）

R2

（2020）
R3

（2021）

①香美市産材のブランド化（森づくり部会、市産材活用部会、教育・普及ＰＲ 外）

ア 良質材生産及び荒廃森林整備のための森林ＧＩＳ・航空レーザ計測成果の活用 等 検討開始 事業開始 展開/検証

イ 良質材供給の仕組みづくり（良質材の定義、一般材の大量生産体制と良質材の特別生産体制の検討）、地元の木を

使って家や市が建っていくシステムづくり、製材の乾燥・製品ストック方法と支援策、市外への販売策の検討 等 検討開始 検討 事業開始

②担い手の持続性の確保（担い手対策部会 外）

ア 川上・川中・川下の後継者育成、震災発生時の対応検討（市外からの支援大工の拠点整備、仮設住宅及び復旧用
資材の相互提供協定及びストック材の活用）等

川上分の事業
提言済み

事業開始/
提言

展開/検証

イ 大工等の担い手支援のため、高知県全域で取り組む移住・Uターン支援、地域づくり支援員及び受け皿となる組織
等 に関る検討 等

検討開始 検討

③広報、ＰＲ活動による普及展開（教育・普及ＰＲ部会 外）

ア 県内事業者に市産材を使った木製玩具の製作を委託し、市内の新生児に配布 事業提言済み 事業開始 展開/検証

イ 林業および関連産業に対するイメージアップ、子どもたちに「大工かっこいい」等と思わせる仕組み・企画立案 検討開始
企画立案
プレ開催

事業開始

ウ 委員会の活動・森林 環境譲与税の使途説明、広報誌の編集・発行 検討開始 事業開始 展開/検証

エ 委員会の活動に必要となる委託業務等の提案 等 検討開始 事業開始 展開/検証

④上記①～③の取り組みによる３年後、１０年後に目指す姿の検討

ア 森づくり構想（仮称）の検討(森づくり部会が主体となり案を作成） 検討 検討 検討/提言

１ 未来の森づくりに関する委員会からの提案

①森林の適正な管理と地域の特性に応じた林業および関連産業の振興を図るための提案

②森林環境譲与税を活用した事業(事務局案)に対する意見や評価、委員会で検討した結果必要となる支援事業の提案

③②の評価に基づき事業内容を再調整のうえ、取りまとめ結果を市長に提言

R02/06/25現在
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香美市未来の森づくり委員会の開催予定について（市の案） 香美市農林課

令和2年度の委員会等開催スケジュール（案）

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

委員会の
開催

○ ○ ○

25本会議 本会議 本会議

専門部会の
開催･調査等 〇〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

25普及・PR
25部会長会

5普及・PR 普及・PR 普及・PR

研修会 〇 〇 〇 〇

30子ども林
業大学校

子ども林業
大学校

子ども林業
大学校

集成材工場
ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場

子ども林業
大学校

〇
第1回

●
〇
第2回

〇
第3回

〇

30子ども林
業大学校

18国有林
と協議

子ども林業
大学校

子ども林業
大学校

事務局(市） 次年度予
算案作成

11月末
予算〆切

議会 議会 議会 議会
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再造林の

促進

多様な木

材の生産

充実した
生涯学習

森林管理
業の存続

被災時の

早期復旧

製材業の
存続

大工職の
継承

安心の管
理委託環
境

齢級構成
の平準化

統一感の

ある街並
み

共助意識
の醸成

環境・文

化教育の
充実

木材の高
付加価値
化

所有者情

報の管理

特殊材取

引の開拓

安定的木
材供給

被災時用

貯木の活
用

森林GISの
活用

計画的な

面積管理

森林管理

情報の発
信

天然乾燥

対応

造林・育
林

持続可能
な社会

住みたい
地域づく
り

観光客の

受け入れ

活力ある
地域

素材の生
産

未来の香
美の森林

建築

木の文化
の再形成

柔軟で堅
固な流通
体制

製材

交流人口

の拡大充
実

地域内流

通の構築

伐採シス

テムの整
備

需要先施

主サービ
ス

地域材の

特性理解

森林づくり 市産材活用

広報・教育 担い手対策

香美市未来の森づくり委員会で将来的に目指すイメージ(案）
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未来の森づくり委員会でのおもな検討事項
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